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「障害者支援施設等における感染症対策について」

令和3年度障害者施設等の感染症対策研修



講演内容

・施設の講演をうけて

・感染症対策を行っていく上で基本となること

・感染症対策に使えるツールについて



施設の講演を受けて

・実際に患者が発生した場合、

思ってもみなかったことがおこる。

・できることは何かを考える



感染症対策を行っていく上で基本となること

・新型コロナウイルス感染症の感染経路について

・感染の可能性について

→全員にマスクの着用や手洗い等の対策をお願いして

いるのは感染経路・感染の可能性による

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引・第6.0版 参照



感染症対策を行っていく上で基本となること

・感染対策を行っていく上で基本的に想定しておくこと

相手がウイルスを持っていた場合、うつされない。

自分がウイルスを持っていた場合、うつさない。

・ゾーニングについて

・職場の外でも意識して考えることが大切



新型コロナウイルス感染症対策に使えるツールについて

【マニュアル等】

・障害福祉サービス施設・事業者職員のための感染症対策マニュアル

（厚生労働省）

・高齢者施設・障害者施設の新型コロナウイルス感染対策事例集

（東京I CDC 専門家ボード）

【発生時支援】

・保健所への相談

・CMAT



障害者支援施設等における感染症防止対策及び施設内療養を含む患者発生時の支援について（令和3年5月31日 事務連絡）





























クラスター対策チーム（CMAT）の設置について
高齢者施設、福祉施設、医療機関等において、入所者に陽性患者が発生し
た場合に、施設における感染拡大を防止するため、施設の支援にあたる機
動的なチーム（クラスター対策チーム）を設置する。

クラスター対策チームが出動
クラスター発生を防止

高齢者施設等で陽性患者が発生
クラスター化の恐れ

感染症指定医療機関の医師、看護師、業務調整員（感染症専門医、感染管理認定看護師、
ＤＭＡＴ等）及び保健所職員等で編成（１チーム４名程度）

チーム編成

高齢者施設等で陽性患者が１名以上発生し、施設内でクラスターにつながる恐れがある
場合に出動（原則、患者の発生が確認された日の翌日までに出動）

出動基準

施設内でのクラスター発生を防止するための感染拡大防止の助言及び支援（感染対策の
支援、検査対象者の検討、検体採取、患者の入院・搬送調整等）

活動内容



まとめ

感染症の基本を確認して、なぜ対策を行ってい
るかを理解し、各施設にあった対策を考え実践
することが大切



御清聴ありがとうございました


